
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

『宗教研究」85巻 4 輯 （2012年）パ 不 ル

パ

ネ
ル

の

主

旨
と

ま
と

め

松

尾

　
剛

次

　
「

私
の

お

墓
の

前
で

泣
か

な
い

で

く
だ

さ
い
。

そ

こ

に

私
は

い

ま
せ

ん
。

眠
っ

て

な
ん

か
い

ま
せ
ん

。

千
の

風
に

、

千
の

風
に

な
っ

て、

あ
の

大
き

な
空
を
吹

き
わ
た
っ

て

い

ま

す
」

と
い

う
ヒ

ッ

ト
曲
「

千
の

風
に

な
っ

て
」

の

歌

詞
と
は

異
な
っ

て
、

我
々

の

多
く
は

石
塔
墓
を
立
て、

盆
・

暮
れ
や

周
忌
の

度
に

、

そ

こ

に

詣
で

る
。

す
な

わ

ち
、

墓
を
中
心
と
し

て

死

者
供

養
は

行
わ
れ

て

い

る
。

し

か

し

な
が

ら
、

先
の

「

千
の

風
に

な
っ

て
」

が

大
ヒ

ッ

ト

し
、

そ
の

歌
詞
が

ほ

と
ん

ど

問
題
と
さ

れ
な
い

よ

う
に
、

墓
を

中
心
と
し

た

死
者
供
養
の

習
俗
も

確
実
に

変
容
を
遂

げ
つ

つ

あ
る

。

火

葬

化
が

急
速
に
進
む

韓
国
や
経
済
発
展
が

進
む

中
国
に

お

い

て

も
、

死
者
供

養
の

シ

ス

テ

ム

は

大
き

な
変

容
を

遂
げ
つ

つ

あ
る

。

我
々

の

パ

ネ
ル

で

は
、

変
容
し
つ

つ

あ
る

日
本
・

中
国
・

韓
国
に

お

け
る

死

者
供
養
の

諸
問

題
を

取
り
上
げ、

東
ア

ジ

ア

社
会
の

独
白
性
に

光
り
を

当
て

た
。

　

代

表
者
で

あ
る

私
は

、

「

人
は

な
ぜ

石
塔
墓
を

た

て

る

の

か

1
阿
弥
陀

信
仰
と

弥
勒
信
仰
1

」

と

い

う
テ

ー

マ

で
、

石
塔
墓
を

立

て
る

背
景
に

あ

る
宗
教
思
想
を
考
察
し
た

。

日
本
古
代
に

お
い

て

は
、

石
造
墓
を
作
る

の

は
ま
れ
で

あ
り、

天

皇
の

墓
で

す
ら
九
世
紀
に

は

所
在
が

は
っ

き
り
し
な

く
な
っ

て

い

た
。

石

塔
墓
が
天
皇
・

貴
族
か
ら
武
上
ク

ラ

ス

ま
で
一

般
化

す
る

の

は
、

鎌

倉
仏
教

が
活

躍

す
る

中

世
に

な
っ

て

で

あ
っ

た
。

と

く

に、

二

mI

三
・
四

m

も
の

巨

大
な

石
塔
墓
で

、

か
つ 、
硬
い

安
山
岩、

花

崗
岩
を
加
工
し
た
も
の

が

造
立
さ
れ
る

。

現

存
す
る

も
の

だ

け
で

も
、

｝

三
世

紀
末
ー
｝

四

世

紀
初
頭
の

も
の

が
一

〇
〇

を

超
え
る

。

し
か

も
、

そ

の

下
に

は

金

銅
製
の

骨
蔵
器
が

見
い

だ

さ

れ

る
。

そ
う
し

た
、

巨
大
石
塔

造
立

の

背
景
に
あ
る、

死
後、

ま
ず
極
楽
に

往
生

し、

五

六

億
七

千
万
年

後
の

弥
勒
下
生
に

際
し
て

墓
に

も
ど

る
と

い

う
阿

弥
陀
信
仰
と

弥

勒
信
仰

の

混
交
し
た

仏
教
思
想
に

注
目
し
た

。

　

佐
藤
弘
夫
氏
は

「

幽
霊
の

誕
生
−
江
戸
時
代
に

お
け
る
死
者
供

養
の

変

容
1

」

と

い

う
テ

ー

マ

で

報

告
し
た

。

江
戸
時
代
に
な
る
と

幽
霊
に

関
す

る

大
量
の

情
報

が
洪

水
の

ご

と

く
出

現
す
る

。

中
世
の

怨

霊
と

は、

質

的

』
甲

酌
に

明
ら
か
な

断
絶
が

み

ら
れ

る
。

な
ぜ

こ

う
い

っ

た
現

象
が

起

こ

っ

た

の

か
。

中

国
や

朝
鮮
の

事
例
を
視
野
に

収
め
な
が
ら
墓
制
の

変
容

と

関
連
さ

せ

つ

つ

こ

の

問
題
を

考
え
る

こ

と
に

よ

っ

て、

死

者
の

イ
メ

ー

ジ

か
ら

、

東
ア

ジ
ア

の

近
世
・

近

代
の

独

自
性
を
展

望
し

て

み

た
。

　

池
上
良
正
氏
は
、

「

無
遮
と

無
主

−
無
縁
供
養
の

動
態

性
1

」

と
い

う

テ

ー

マ

で
、

「

死

者
供
養
」

を

東
ア

ジ

ア

で

形
成

さ
れ

民
衆
層
に

普
及
し

た
、

ユ

ニ

ー

ク

で

動
態
的
な

「

救
済
シ

ス

テ
ム
」

と

し
て

捉
え
る

視
点
か

ら、

広
義
の

「

無
縁
供
養
」

が
こ

の

シ

ス

テ
ム

を

広
く
民
衆
層
に

定
着
さ

せ

る

原

動
力
に

な
っ

て

い

た
こ

と

を

指
摘
し

た
。

「

無
縁
供

養
」

に
は、

特
定
の

対
象
が
な
く
平
等
と

い

う
意
味
で

の

「

無
遮
」

と
、

弔

う
縁

者
が

な
い

「

無
主
」

と

い

う
二

つ

の

側
面
が、

動
態
的
か

つ

有

機
的
に

連

動
し

て
い

た
こ

と

に
注
目
し、

中
国
か
ら

日
本
に

移
入
さ
れ
た
施
餓
鬼
の

変
容

過
程
な
ど

を
ふ

ま
え
て、

そ
の

特

性
を

宗
教
学
の

視

点
か
ら

考
察
し

た
。

　

井
上

治
代
氏
は

、

「

変

貌
す
る

韓

国
の

死
者
供

養
に

対
す
る

人
々

の

意

識
と

葛
藤
」

と
い

う
テ

ー

マ

で

報
告
し
た

。

高
度
経

済
成

長
後
の

韓
国
で

は
、

都
市

化
に

よ
っ

て

人
口

が

都
市
に

集
住
し、

高

層
の

集
合
住
宅
が
普

及
し
た
こ

と

に

よ

る

葬
儀
の

「

場
」

の

変
化

、

す
な
わ
ち

「

自
宅
」

か
ら

「

病
院
斎

場
」

へ

と

移
行
し

た
。

さ

ら

に

は

大
都

市
圏
の

墓

地

不
足
を

も
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た
ら
し

、

火
葬

化
政

策
が

急
激
に

推
し
進
め
ら
れ
た
結
果、

一

九
九
〇

年

代
前
半
に
二

割
だ
っ

た
火

葬
率
が
二

〇

〇
九

年
に

は
六
割
に

上
昇
し、

大

都
市

圏
で

は
八

割
前

後
の

火
葬
率
と

な
っ

て

い

る
。

儒
教

文
化
の

伝
統
で

あ
る

と
こ

ろ

の

土
葬
か
ら
火
葬
へ

と

変
化
し、

特
に

二

〇
〇
一

年
の

葬
事

法
の

改
正
後
は
、

死
者
供

養
の

あ
り
方
が
激
変
し
て

い

る
。

こ

う
い

っ

た

韓
国
社
会
に
お
け
る

人
々

の

意
識
変
化
に
つ

い

て
、

世
代
間
や
兄
弟
間
の

文
化
や
宗
教
観
の

違
い
、

そ
し
て

葛
藤
等
を
中
心
に

社
会
学
的
に

分
析
し

た
。

具
体
的
に
は

、

親
の

葬
儀
を

経
験
し
た

喪
主

世
代
（
五

〇

代）

男
女

に
、

父
と

母
の

葬
儀
の

あ
り
方
と

そ
の

感
想、

自
分
の

場
合
は

ど

う
し

た

い

か

等、

子
ど

も
世
代
を
視
野
に

入
れ

た

意
識
に

つ

い

て
、

面
接
調
査
を

通
し

て

分
析
し
た

。

多
様
化
す

る

現
代
日
本
の

　
　
「

移
民
と

宗
教
」

の

理
解
に

向
け
て代

表
者
・

司
会
　
高
橋
典
史

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　

中
牧

弘
允

現
代
日

本
の

滞
日

外
国
人

の

宗
教
状
況
と

　

そ
の

研
究
動
向

高

橋

典

　
史

　

本
報
告
は
、

日
本
に

お

け
る

「

移
民
と

宗
教
」

に

関
す
る

こ

れ

ま
で

の

研
究
成
果
と

今
後
の

課
題

に

つ

い

て

検
討
す
る

こ

と

を
目
的
と

し

た
。

そ

の

前
提
と
し

て

本
パ

ネ
ル

の

発
表
者
一

同

が
こ

れ
ま
で

共
同
調
査

を
進
め

て

き
た、

静
岡
県
浜

松
市
に

お

け
る

滞
日

外
国

人
（
以
下

、

「

移
民
」

と

略
す
）

を
め

ぐ
る

状

況
と

彼
ら
／

彼
女
ら
が

集
う
宗
教
の

現
状
に

つ

い

て

紹
介
し

た
。

浜
松

市
内
の

移
民
が
関
わ
る

宗
教
は

大
き
く
分

け
て
、

（

一
）

カ

ト
リ

ッ

ク

教
会
（
ブ
ラ

ジ

ル

人、

ペ

ル

ー

人
、

ブ

イ

リ

ピ
ン

人
、

ベ

ト

ナ

ム

人
な
ど

が

集
う

）

、

（

二
）

南
米
系
の

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

教
会
（

そ
の

多
く
は

ペ

ン

テ
コ

ス

テ

派
で

あ
り、

ブ
ラ

ジ
ル

人
、

ペ

ル

ー
人、

フ

ィ

リ

ピ
ン

人
な
ど

が

集
う

）

、

（一．一
）
イ
ス

ラ

ー

ム

の

モ

ス

ク

（

イ
ン

ド

ネ
シ

ァ

人
な
ど
が

集
う）
、

（
四
）

日

系
新
宗
教
（
ブ

ラ

ジ
ル

人
、

ペ

ル

ー

人
な
ど

が

集
う）

の

四
種
が
あ
る

。

　

そ
れ
ら

の

調
査
か
ら

明
ら

か
に

な
っ

て

来
た

の

は
、

移
民
た

ち
が
関
わ

る

宗
教
の

多
く
が

地
域
社

会
と
は

没
交
渉
の

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ

ャ

ー

チ

と
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